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商業施設・⽂化施設などの空間づくりをおこなう株式会社丹⻘社（本社：東京都港区／代表取締役
社⻑：⾼橋貴志）のグループ会社である株式会社 JDN（本社：東京都千代⽥区／代表取締役社⻑：
宮内愼悟、以下 JDN）は、デザイン・クリエイティブを学び、将来を考える⽅々に向けた新たなイ
ンターネットメディア『デザインノトビラ』を 12 ⽉ 21 ⽇にオープンしました。

【『デザインノトビラ』URL】 https://school.japandesign.ne.jp/

JDN は、デザイン情報サイト『JDN』を 1997 年に創刊し、コンテスト情報サイト『登⻯⾨』やデザ
インに特化した求⼈情報サイト『デザインのお仕事』、卒業制作展の紹介サイト『卒展』を運営し、デ
ザインに関する情報を発信し続けてきました。四半世紀にわたるデザインメディア運営の知⾒を活か
して、これから進学や将来を考える⽅が「デザイン」の世界を知るきっかけとなる情報を提供するた
めにオープンしたのが『デザインノトビラ』です。

今回、学⽣に実施したアンケートで聞かれた「⾃分に合った学校の選び⽅がわからない」「進学先
は学べる内容を重視して選びたい」「授業や教員の情報が⾜りない」という声と、学校側の「学校のこ
とをもっと知ってもらいたい」といった課題をふまえて『デザインノトビラ』を構築しました。独⾃
の切り⼝による学校情報の掲載をはじめ、オープンキャンパスや卒業制作展などのイベント情報や読
みものなど、進学や将来を考える読者と学校や企業の⽅々とを結ぶコンテンツを網羅的に掲載してい
ます。⽣活の中にある「デザイン」のおもしろさや奥深さ、学ぶことの楽しさを伝え、「デザイン」の
世界への“トビラ”となる情報サイトを⽬指しています。

今後も丹⻘社グループの JDN は、デザインの⼒に期待が⾼まる今、新たに⾛り出した『デザインノ
トビラ』を通じてデザイン⼈材の裾野拡⼤に貢献していきます。

JDN がデザイン・クリエイティブを学び、将来を考えたい⼈のための 
新たな情報サイト『デザインノトビラ』をオープン！ 

〜進学や将来を考える読者と学校を結ぶコンテンツを幅広く掲載〜 
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■『デザインノトビラ』の特⻑ −進学や将来を考える読者と学校や企業とを結ぶ 3 つのコンテンツ 

学⽣に実施したアンケートの結果をコンテンツに反映。また、教授・講師陣にヒアリングをおこ
ない、進学後に広がるデザイン領域の選択の幅広さも伝えられる構成にしました。 

＜学校情報の収集に関するアンケート結果＞ 
・進学先を検討する中で⾃分に合った学校の選び⽅や正しい情報の探し⽅に悩んでいる 
・進学に向けて調べることは授業や学科など学べる内容、しかし授業や教員に関する情報が不⾜ 

（調査対象：デザイン・芸術・建築系の⼤学・専⾨学校の在校⽣と進学を志す学⽣ 300 名／実施時期：2020 年 12 ⽉） 

 
１．学校情報の検索機能「学校をさがす」 
デザイン・クリエイティブの領域を 12 のカテゴリ（※）に分類した『12 ノトビラ』を設定し、情報をデ
ザイン視点で整理。学校種別、地域や国公私⽴のほか、12 ノトビラと各学校のカリキュラムを照らし
合わせて「学べる内容」「⽬指せる職業」としてタグを付け、検索可能にしました。各カテゴリを知り、
学びとその先にある将来をイメージすることで、より⾃分に合った進学先を探すことができます。 
※12 のカテゴリ：グラフィック・イラスト、プロダクト、インテリア・空間、建築、ファッション、写真・映像、Web・CG・ゲーム、エンジニアリン
グ、デザイン総合、⼯芸、舞台、アート 
 
＜ページのイメージ＞  

   
  

左： 「学校をさがす」検索画⾯。「学べる内容」「⽬指せる職業」から検索可能。右：学校の学部学科紹介。タグ付けすることで、横断的に検索可能に。 
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２．イベント検索機能「イベントをさがす」 
1998 年から続く、デザイン・アートを学ぶ学⽣の卒業制作展に特化したウェブサイト『卒展』を発
展・拡⼤。オープンキャンパス・説明会、学園祭、卒展など、全国のデザイン・クリエイティブを学
べる学校約 70 校、約 500 学部・学科、約 80 件のイベント（※公開時点）を掲載して、学校の魅⼒を発
信。進学を考える⽅がイベントに参加し、学校を知るきっかけをつくります。 
 
３．進学とその先にある仕事を考える、ヒントとなる記事を発信「読みもの」 
学校の取り組み紹介や、学校での学びの集⼤成となる卒業制作展レポートのほか、デザイン情報サ
イト『JDN』などのメディア運営を通してデザイン・クリエイティブ領域に⽇頃から接する編集部
が記事を制作。学校や企業、仕事の魅⼒を伝えるさまざまなコンテンツを発信していきます。 

 
■ コメント：『デザインノトビラ』オープンについて 

⽮島進⼆⽒ （公益財団法⼈⽇本デザイン振興会 常務理事） 
 JDN を最初に知り、すぐにお会いしたのは 1998 年ですので、まもなく四半世
紀になります。当時から現在に⾄るまで最良のメディアパートナーとして、私た
ちが⾏うデザインプロモーションに多⼤なご協⼒をいただいています。このた
び、新しいサイトを始動されますが、若い世代にデザインの楽しさや可能性を伝
えるのが⽬的とお聞きし、こちらも当会の⽅針と⾒事に⼀致しています。とも
に、⽇本のデザインの明るい未来を開くトビラとなる展開をしていきましょう。 

 
洪 恒夫（株式会社丹⻘社 エグゼクティブ クリエイティブディレクター・東京⼤学総合研究博物館 特任教授） 
デザインは⻑い間⾊あせない価値を提供するものがある⼀⽅で、新しい技術の
開発や発想によって時代を拓いていくような斬新なものを絶えず⽣み出してい
ます。従前の枠を超え、領域も広げていくクリエイティブの広がりは、ユーザー
の⼼をつかみ、揺さぶっているのです。こうした今、クリエイティブにはますま
す多様な⼈材が求められ、活躍が期待されます。現場でデザインを⼿掛ける我々
も新しいデザインを⽣み出すため、幅広い若い才能と『デザインノトビラ』を通
して出会えることを期待しています。 
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＜リリースに関するお問い合わせ先＞ 
 ● 丹⻘社へのお問い合わせ 
   株式会社丹⻘社 広報室 担当：⼭岡、寺⼾ Mail：pr-staff@tanseisha.co.jp  Tel：03-6455-8115   
● JDN へのお問い合わせ 

   株式会社 JDN デザインノトビラ担当 Mail：info@japandesign.ne.jp Tel：03-5207-2882 
 

※ニュースリリースに掲載された内容は発表⽇現在のものです。 
 その後予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了承ください。 

■ 丹⻘社について 
「こころを動かす空間創造のプロフェッショナル」として、店舗などの商業空間、博物館など
の⽂化空間、展⽰会などのイベント空間等、⼈が⾏き交うさまざまな社会交流空間づくりの課
題解決をおこなっています。調査・企画から、デザイン・設計、制作・施⼯、デジタル技術を
活かした空間演出や運営まで、空間づくりのプロセスを⼀貫してサポートしています。  

社名 ： 株式会社丹⻘社 
所在地： 東京都港区港南 1-2-70 品川シーズンテラス 19F 〒108-8220（本社） 
設⽴ ： 1959 年 12 ⽉ 25 ⽇ 
資本⾦： 40 億 2,675 万 657 円（2021 年 1 ⽉ 31 ⽇現在） 
上場 ： 東京証券取引所市場第⼀部 （証券コード：9743） 
URL ： https://www.tanseisha.co.jp 

■ JDN について 
空間づくりのプロフェッショナルである株式会社丹⻘社の社内新規事業として、インターネ
ットビジネス黎明期の 1997 年に⽴ち上げた『Japan Design Net（JDN）』から現在の事業をス
タートしました。四半世紀にわたりデザインに関する情報をインターネットメディアで発信
し、コンテストの企画実施を⽀援しています。デザインとビジネスを情報で結び、笑顔と元気
を拡げていくことを⽬指し、お客さまの課題解決に取り組んでいます。  

社名  ：株式会社 JDN 
所在地 ：東京都千代⽥区神⽥東松下町 41-1 H¹O 神⽥ 503 〒101-0042 
設⽴  ：1989 年 2 ⽉ 
事業内容：メディア事業・コンテスト運営事業 
URL  ：https://www.jdn-inc.co.jp  

・つくる、使う、考える⼈のデザイン情報サイト『JDN』 www.japandesign.ne.jp 
・クリエイティブを学び、将来を考える『デザインノトビラ』school.japandesign.ne.jp 
・⽇本最⼤級のコンテスト情報サイト『登⻯⾨』 compe.japandesign.ne.jp 
・つくる⼈と場をつなぐ求⼈サイト『デザインのお仕事』 jobs.japandesign.ne.jp 
・『Contest iroha -コンテスト相談所-』 compe.japandesign.ne.jp/contest-iroha 

 


